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柳
沢
吉
保
（
万
治
元
・
＝
ハ
五
八
年
～
正
徳
四
・
一
七
一
四
年
、
『
土
芥
冠
離

記
』
が
書
か
れ
た
時
代
の
名
は
保
明
）
は
、
五
代
将
軍
・
徳
川
綱
吉
に
仕
え
、

一
〇
〇
石
そ
こ
そ
こ
の
小
者
か
ら
甲
府
一
五
万
石
の
領
主
に
ま
で
成
り
あ
が
っ

た
人
物
で
あ
る
。
吉
保
は
、
綱
吉
の
も
と
で
側
用
人
と
し
て
大
き
な
権
力
を
握

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
人
物
に
は
、
善
悪
様
々
な
評
判
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ

う
な
、
評
判
と
吉
保
の
実
際
の
事
跡
、
『
土
芥
宮
詣
記
』
の
な
か
の
吉
保
の
評
価

を
比
較
す
る
こ
と
で
、
『
土
芥
姦
直
記
』
の
編
者
像
を
探
っ
て
み
た
い
。

　
柳
沢
吉
保
は
、
『
土
芥
冠
五
山
』
が
書
か
れ
た
時
点
で
は
、
和
泉
国
大
鳥
沢
万

二
〇
三
〇
石
の
領
主
で
あ
り
、
『
土
芥
冠
直
垂
』
の
な
か
で
は
、
次
の
よ
う
に
評

価
さ
れ
て
い
る
。

　
保
明
、
生
得
才
智
発
明
也
。
文
武
之
沙
汰
ハ
ナ
シ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
上
二
好

マ
セ
給
フ
処
、
御
近
臣
ダ
レ
バ
、
争
力
文
道
ヲ
学
ビ
給
ハ
ザ
ル
ベ
キ
。
行
跡

正
シ
ク
、
慈
悲
専
ラ
ト
シ
テ
、
民
二
哀
憐
ア
リ
。
忠
勤
ヲ
第
一
ト
シ
テ
、
仁

心
深
キ
故
、
殺
生
ヲ
堅
ク
誠
メ
ラ
ル
。
伍
家
人
・
百
姓
二
尊
ル
迄
、
物
ノ
命

ヲ
断
タ
ズ
、
慈
悲
専
ラ
ト
ス
。
心
意
順
路
ニ
シ
テ
、
邪
俵
ノ
心
ナ
ク
、
誉
之

鮮
紅
ト
云
ヘ
リ
。

　
評
二
云
、
本
文
之
如
ク
バ
、
更
二
二
ナ
シ
。
誠
二
誉
之
善
将
ト
云
フ
ベ
シ
。

信
ア
レ
バ
徳
ア
ル
故
二
、
上
意
ニ
モ
叶
ヒ
、
家
繁
昌
ス
ト
見
ヘ
タ
リ
。

　
こ
れ
か
ら
、
『
土
芥
冠
離
記
』
の
な
か
で
吉
保
は
、
本
文
で
も
、
謳
歌
評
説
で

も
、
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
仁
心
が
あ
り
、
忠
勤
に
励
む
空
将
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
し
か
し
、
吉
保
の
評
判
に
は
、
必
ず
し
も
よ
く
な
い
も
の
も
存
在
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
、
吉
保
が
好
色
家
だ
と
い
う
も
の
だ
あ
る
。
吉
保
の
身
辺
に
は
艶

聞
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
室
鳩
巣
は
友
人
に
出
し
た
手
紙
の
な
か
で
「
柳

沢
吉
保
は
漁
色
家
で
二
十
余
人
も
の
女
性
を
抱
え
て
い
た
の
で
、
諌
言
し
た
が

聞
き
い
れ
ら
れ
ず
、
そ
の
た
め
職
を
辞
め
た
用
入
が
三
人
も
い
る
ほ
ど
で
あ
る
」

と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
将
軍
と
の
男
色
関
係
を
い
う
も
の
も
あ
る
T
）
。
吉
保

の
周
辺
に
は
女
色
、
男
色
に
ま
つ
わ
る
多
く
の
う
わ
さ
が
あ
る
の
で
あ
る
。
『
土

芥
冠
雛
記
』
の
な
か
で
、
女
色
、
男
色
は
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
に
つ
な
が
る
。
し

か
し
、
『
土
芥
冠
亡
霊
』
の
な
か
で
は
、
吉
保
の
こ
の
よ
う
な
う
わ
さ
に
は
全
く

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
吉
保
の
権
勢
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
吉
保
の

権
勢
を
苦
々
し
く
思
う
む
き
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
新
井
白
石
は
、
そ
の
随

筆
『
折
り
た
く
柴
の
記
』
の
な
か
で
、
吉
保
に
つ
い
て
「
甲
斐
の
国
主
と
な
り

し
ほ
ど
に
は
、
老
中
み
な
く
其
門
下
よ
り
で
出
て
、
天
下
大
小
事
、
彼
朝
臣

の
心
の
ま
・
に
て
、
老
中
は
た
“
彼
朝
臣
が
申
す
事
を
、
外
に
伝
え
ら
れ
し
の

み
に
し
て
、
御
目
見
な
ど
い
ふ
事
も
、
僅
に
一
月
が
ほ
ど
に
、
五
七
度
に
も
過

ず
」
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
浅
見
綱
斎
は
、
『
常
話
雑
記
』
の
な
か
で
、
吉
保

が
甲
斐
の
領
主
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
出
羽
守
ノ
松
平
姓
ヲ
賜
り
、
甲
府

ヲ
賜
ル
コ
ト
、
大
ナ
ル
謝
り
ゾ
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
評
判
が
、
事
実

で
あ
る
と
し
た
ら
、
『
土
芥
冠
離
記
』
の
記
述
は
、
吉
保
を
非
常
に
持
ち
上
げ
た
、

彼
に
と
っ
て
有
利
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
き
る
。
そ
し
て
、
『
土
芥
冠
離
記
』

の
編
者
は
、
吉
保
に
近
い
立
場
の
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
で
は
、
吉
保
の
実
際
の
事
績
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
か
。
側
用
人

と
し
て
の
吉
保
は
、
独
裁
的
に
権
力
を
振
る
う
こ
と
な
く
、
老
中
合
議
制
を
重

ん
じ
る
誠
実
な
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
点
は
、
吉
保
の
日
記
『
楽
只
堂

年
録
』
や
、
『
令
条
留
』
『
仰
下
之
留
』
な
ど
の
御
用
部
屋
の
記
録
に
よ
っ
て
、

断
片
的
な
が
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
る
（
2
）
。
ま
た
、
吉
保
は
側
用
人
と
し
て
の
政

務
を
こ
な
す
か
た
わ
ら
、
藩
政
に
も
意
を
注
い
で
い
る
。
吉
保
は
『
土
芥
冠
灘

記
』
が
書
か
れ
た
直
後
の
元
禄
五
年
（
↓
六
九
二
）
、
七
万
二
〇
三
〇
石
に
加
増

さ
れ
、
武
蔵
国
川
越
の
城
主
に
な
っ
て
い
る
が
、
川
越
時
代
に
は
、
家
臣
団
は

百
姓
町
人
よ
り
金
銀
米
銭
を
借
用
し
た
り
、
私
用
の
た
め
の
人
馬
を
徴
発
し
て

は
な
ら
な
い
な
ど
、
三
五
ヵ
条
の
「
家
中
法
度
」
を
定
め
た
り
、
三
富
新
田
を

開
拓
す
る
な
ど
し
て
領
民
に
慕
わ
れ
て
い
た
と
い
う
〔
3
）
。
学
問
の
面
で
は
、
天

3
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和
元
年
（
＝
ハ
八
一
）
、
綱
吉
の
学
問
上
の
弟
子
に
な
り
、
翌
年
の
講
書
始
め
行

事
に
「
大
学
」
を
講
じ
た
（
4
）
ほ
か
、
荻
生
祖
裸
・
細
井
広
沢
ら
の
儒
者
を
召

し
抱
え
た
り
、
中
国
古
典
の
復
刻
本
を
刊
行
し
た
り
し
て
い
る
〔
5
）
。
こ
の
よ
う

な
、
吉
保
の
事
跡
を
み
る
と
、
『
土
芥
冠
離
記
』
の
吉
保
の
評
価
は
的
外
れ
な
も

の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
川
越
時
代
の
行
跡
は
「
民
二
哀
憐
ア
リ
」
と
す
る

『
土
芥
冠
離
記
』
の
記
述
と
矛
盾
し
な
い
。
ま
た
、
『
土
芥
冠
離
記
』
で
は
、
吉

保
を
文
武
之
沙
汰
は
な
い
と
し
て
い
た
が
、
実
際
の
吉
保
は
文
道
の
心
得
も
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
吉
保
を
明
君
と
み
る
の
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

　
で
は
、
吉
保
に
悪
評
が
付
き
ま
と
う
の
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

や
は
り
吉
保
の
早
い
出
世
と
大
き
な
権
力
を
持
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

早
い
出
世
は
周
囲
の
嫉
妬
を
買
う
し
、
権
力
を
持
つ
と
政
敵
も
増
え
る
。
実
際
、

吉
保
の
好
色
ぶ
り
を
手
紙
に
書
い
た
室
鳩
巣
は
吉
保
の
政
敵
の
側
の
人
物
だ
っ

た
谷
）
。
悪
評
は
、
こ
の
よ
う
に
吉
保
に
悪
意
を
も
つ
人
物
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
『
折
り
た
く
柴
の
記
』
が
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
に
起
筆
さ
れ
、
『
常

話
雑
記
』
は
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
か
ら
四
年
間
の
記
録
で
必
ず
し
も
『
土

芥
冠
離
記
』
の
時
代
の
吉
保
の
評
判
を
記
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
『
土
芥
冠

雛
記
』
の
評
価
を
考
え
る
と
、
そ
の
編
者
は
吉
保
を
正
当
に
評
価
し
て
お
り
、

少
な
く
と
も
反
吉
保
の
側
の
人
物
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
編
者
の
姿
は
元
禄

時
代
の
政
治
状
況
や
吉
保
に
関
す
る
風
聞
を
、
さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
で
、

よ
り
は
つ
き
り
と
し
て
く
る
だ
ろ
う
。
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注
〔
1
）

〔
2
〕

（
3
｝

〔
4
）

〔
5
）

（
6
）

大
石
慎
三
郎
『
元
禄
時
代
』

『
国
史
大
辞
典
』

前
掲
注
2
参
照
。

『
埼
玉
県
史
』

前
掲
注
2
参
照
。

前
掲
注
1
参
照
。

（
岩
波
新
書
、
　
九
七
〇
年
）
。


